
＜令和８年８月～令和９年７月＞

■患者負担割合

基本的に医療保険被保険者証、その他受給者証に記載されている負担割合となります（下記表を参考）

※公費受給者の方（生活保護・重度心身障害者・ひとり親家庭・特定医療費（指定難病）受給者・被爆者一般等）はこの限りではありません

▼保険外給付【入院時食事療養費・生活療養費に係る標準負担額及び居住費

70歳未満  一般

70歳以上75歳未満  前期高齢者 一般Ⅰ、Ⅱ及び現役並み所得者※9

75歳以上  後期高齢者

◆70歳未満の自己負担限度額（償還払い）

低所得者Ⅰ

 270,300円＋(医療費－901,000円)×1％ 一般Ⅰ、Ⅱ及び現役並み所得者※9

 179,100円＋(医療費－597,000円)×1％ 低所得者Ⅱ(住民税非課税世帯)

 85,800円＋(医療費－286,000円)×1％ 低所得者Ⅰ(老齢福祉年金)（境界層該当者）

 61,500円 低所得者Ⅰ

 36,900円

(1)基本的に償還払いですが、手続きすることによって限度額払いとなります ※8  食費は１食あたりの金額になります

◆70歳以上の自己負担限度額（限度額払い） ※9  一般対象者のうち、指定難病の方は1食330円になります

※10 90日以降の食事の減額につきましては、再度手続きが必要となります

 270,300円＋(医療費－901,000円)×1％ ※11 65歳未満,老齢年金受給者,指定難病の方は居住費の負担はありません

 179,100円＋(医療費－597,000円)×1％ 　

  85,800円＋(医療費－286,000円)×1％ ▼保険外給付（自費分）

 病衣  １日：60円

  25,700円  洗濯代  １ネット：550円（税別）（業者委託）

  15,700円  おやつ代  １回：60円（税別）

※2「多数該当」は直近１年間における４回目以降の自己負担限度額（月額）  付添食  朝：200円  ､  昼夕：各400円

※3「現役並み所得者Ⅲ」及び「ア」は年収1160万円以上  付添寝具  １日：200円

※4「現役並み所得者Ⅱ」及び「イ」は年収 770万円以上1160万円以下  理美容代  １回：1,900円（業者委託）

※5「現役並み所得者Ⅰ」及び「ウ」は年収 370万円以上 770万円以下  特別な室料

※6「低所得者Ⅱ」は世帯員全員が①市町村民税非課税者､又は②生活保護法  身体障害者診断書  １通：5,000円(税別)

の要保護者であって、自己負担限度額・食事標準負担の減額により保護が必  入院証明書  １通：4,000円(税別)

要でなくなる者  成年後見人診断書  １通：3,000円(税別)

※7「低所得者Ⅰ」は世帯全員が「低所得者Ⅱ」に該当し､さらにその世帯所  その他文書料  各１通：1,000円～5,000円(税別)

得が一定基準以下  処置料  13,000円(税別)

(2)70歳未満の方又は70歳以上の現役並み所得者に該当する方は「医療限度額適用認定証」、70歳未満のオに該当する方は「標準負担額減額認定証」、70歳

以上の低所得者に該当する方は「後期高齢者限度額適用・標準負担額減額認定証」の発行手続きを市役所にて行い、認定証を入院窓口に提示してください。

 １日：2,000円(税別)(208･210･211･212･220号室)計5床

項　目 金　額

一般Ⅰ １割

低所得者Ⅱ※6
１割

24,600

低所得者Ⅰ※7 ―

現役並み所得者Ⅲ※3

３割

140,100円
現役並み所得者Ⅱ※4 93,000円
現役並み所得者Ⅰ※5

44,400円一般Ⅱ ２割
  61,500円

オ(住民税非課税世帯) 24,600円 居住費※11 （高熱水費）１日につき 430円

対象者 負担割合 世帯単位 多数該当※2

270円

ウ(現役並み所得者)
44,400円 

130円

エ(一般) 160円

対象者 自己負担限度額（月額） 多数該当※2 130円

ア(現役並み所得者) 140,100円 

医療の必要
性の低い方

550円

イ(現役並み所得者) 93,000円 

２又は３割 

医療の必要
性の高い方

550円

１～３割 
低所得者Ⅱ(住民税非課税世帯)

 90日目までの入院 270円

 90日以降の入院※10 220円

✤✤✤入院医療保険利用料金表✤✤✤
当院では、入院費用に保険一部負担及び保険外実費負担を下記のとおりお願いしております。ご不明な点がありましたら、医事課入院係までお問い合わせください

対象年齢 対 象 者 負担割合

３割 （患者負担額）   対 象 者 食費※8


